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全著者名、書籍名、出版社名、出版年；巻（号）：ページ番号等

Eshak ES, Honjo K, Iso H, Ikeda A, Inoue M, Sawada N, Tsugane S. Changes in the Employment Status and Risk
of Stroke and Stroke Types. Stroke., 2017;48(5): 1176-1182.

Wang X, Dalmeijer GW, den Ruijter HM, Anderson TJ, Britton AR, Dekker J, Engström G, Evans GW, de Graaf J,
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intima-media thickness: The USE-IMT study. PLoS One., 2017;12(3)

Yuasa M. Causal relathionships among three health-related dimensions, Springer, 2017; 161-173.

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

Suzuki Y, Ikeda A, Wada H, Maruyama K, Miyachi N, Filomeno R, Suzuki Y, Ikeda S, Tanigawa T. Prevalence of
sleep-disordered breathing among young working women in Japan. The 21st World Congress of Epidemiology,
International Epidemiological Association (IEA), Saitama, Japan, Aug 19-22, 2017
Suzuki Y, Ikeda A, Maruyama K, Wada H, Tanigawa T. The association between anxiety and obesity among the
elementary school students in Japan. World Psychiatric Association XVII World Congress of Psychiatry, Berlin,
Germany, Oct 8-12, 2017
Murakami A, Maruyama K, Tomooka K, Suzuki Y, Saito I, Tanigawa T. Sleep disordered breathing and chronic
kidney disease among middle-aged and elderly Japanese population: Toon Health Study. The American
Professional Sleep Societies, Boston, America, Jun 4, 2017
Gyungjin Jun , Izumi Mishiro , Hiroi Shinzo , Tomas Skacel , Kosuke Iwasaki , Junpei Soeda. Treatment patterns
and duration of treatment in Japanese multiple myeloma patients receiving second line therapy with novel
agents.European Hematology Association 22nd Annual Congress, Madrid, Spain, June 22-25, 2017
Ikeda A, Charvat H, Shigemura J, Tanigawa T. Insomnia in relation to disaster-related
experiences among Fukushima nuclear plant workers: The Fukushima NEWS Project Study. Sleep, Boston,
America, Jun 4, 2017
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和文著書 1

和文著書 2

和文著書 3

和文著書 4

池崎澄江， 千葉宏毅， 伊藤道哉, 伊藤弘人,  岡田美保子, 折井孝男, 加藤多津子, 根東義明, 相馬孝博, 副島秀久, 山下哲郎,
山本光昭, 前田光哉. 医療・病院管理重点用語事典, 日本医療・病院管理学会学術情報委員会編, 2017;8-22.

湯浅資之, 他多数. 第14節国際保健, 健康・栄養科学シリーズ「社会・環境と健康」改訂第5版,  南江堂,  2017; 291-296.

湯浅資之, 他多数. 第5章世界につながる日本人 国際看護・国際保健,  弘文堂,  2017; 163-173.

三好規子, 谷川武.  診断 産業医学からみた睡眠時無呼吸症候群. 最新醫學, 2017; 125-136

木村真奈美, 白濱龍太郎, 和田裕雄, 谷川武. 高齢労働者における「閉塞性睡眠時無呼吸」対策と生活習慣改善の重要性, エル

ダー 2017; 11: 40-43

友岡清秀, 斉藤功, 丸山広達, 山岡傳一郎, 谷川武. 地域住民における未病と自覚的ストレス及び首尾一貫感覚（Sense of
Coherence; SOC）との関連：東温スタディ, ストレス科学研究, 2017; 32:29-40

全著者名、論文名、掲載誌名、掲載年；巻（号）：ページ番号

木村真奈美, 和田裕雄, 白濱龍太, 谷川　武. 交通機関での睡眠呼吸障害検診の必要性と手法, 睡眠医療, 2017;11(3): 371-
379

全著者名、論文名、掲載誌名、掲載年；巻（号）：ページ番号

木村真奈美, 和田裕雄, 白濱龍太郎, 谷川武. 特集　睡眠検診の在り方: 交通機関での睡眠呼吸障害検診の必要性と手法. 睡眠

医療 2017; 11: 371-379

全著者名、書籍名、出版社名、出版年；巻（号）：ページ番号等

遠藤源樹.　企業ができる がん治療と就労の両立支援 実務ガイド, 株式会社日本法令(単著本), 2017.
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国内学会発表 2

国内学会発表 3
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国内学会発表 6
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前田光哉, 川田裕美, 佐藤智代, 丸山広達, 和田裕雄, 池田愛, 谷川武.　就業状況・企業規模と肺がん検診受診との関連－2010
年国民生活基礎調査より－, 第76回日本公衆衛生学会総会, 鹿児島, 2017年10月31日

山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岡本秀一. 睡眠薬の処方実態に関するリアルワールドデータ分析, 第27回日本臨床精神

神経薬理学会,島根, 2017年11月2日

山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岡本秀一. ベンゾジアゼピン系睡眠薬の処方実態に関するリアルワールドデータ分析, 第
27回日本臨床精神神経薬理学会, 島根, 2017年11月2日

三好規子，谷川武．第2章 診断 産業医学からみた睡眠時無呼吸症候群 木村弘編 最新医学別冊 診断と治療のABC 119 睡眠

時無呼吸症候群, 最新医学社, 2017; 125-136

発表者名、発表タイトル（題目・演題・課題等）、学会名、場所、発表年月日等

駒澤牧子.　ヨルダンにおける村落保健センタープロジェクトのインパクト評価：ベースライン調査結果. 第27回日本疫学会学術総

会, 甲府, 2017年1月27日

前田光哉, 山本光昭, 池崎澄江. 医療・病院管理学における重点用語：学術情報委員会経過報告. 日本医療・病院管理学会第

352回例会, 東京, 2017年2月21日

友岡清秀, 斉藤功, 丸山広達, 西岡信治, 三好規子, 谷川武.　第 23 回日本行動医学会学術総会．歯周病と高感度 CRP との関

連に及ぼす自覚的ストレスの影響：東温スタディ, 沖縄,  2017年3月17日

内山真, 三島和夫, 兼板佳孝, 山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岩崎宏介, 村瀬勝人, 岡本秀一. 不眠症治療薬の処方実態

と転倒リスクに関するリアルワールドデータ分析, 日本睡眠学会第42回定期学術集会, 横浜, 2017年6月29日

遠藤源樹, 主治医と産業医の連携の現状と有効な手法の構築, 第15回日本病院総合診療医学会学術総会, 千葉, 2017年9月
15日

池崎澄江, 伊藤弘人, 伊藤道哉, 千葉宏毅, 岡田美保子, 折井孝男, 加藤多津子, 根東義明, 相馬孝博, 副島秀久, 山下哲郎, 山
本光昭, 前田光哉. 日本医療・病院管理学会重点用語事典（2017）の作成―学術情報委員会活動報告― （オーラル賞を受賞）,
日本医療・病院管理学会第55回学術総会, 東京,  2017年9月17日

遠藤源樹.心筋梗塞患者の就労支援, 第65回日本心臓病学会, 大阪, 2017年10月1日
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特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岡本秀一.　ベンゾジアゼピン系睡眠薬の処方実態に関するリアルワールドデータ分析, 第
27回日本臨床精神神経薬理学会, 島根,2017年11月2日

内山真, 三島和夫, 兼板佳孝, 山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岩崎宏介, 村瀬勝人, 岡本秀一.　不眠症治療薬の処方実態

と転倒リスクに関するリアルワールドデータ分析, 日本睡眠学会第42回定期学術集会, 横浜, 2017年6月29日

川田裕美．オンライン診療の実際, 第2回IoMT学会総会, 東京, 2017年12月9日

根岸由美子, 鈴木有佳, 今井優佳, 濱中祥子, 中島巳歌, 枝木美香, 西山美希, 貴志泉. 高校生を対象としたHIVに関する知識・

意識調査, 第31回日本エイズ学会学術集会・総会,東京,2017年11月24日

遠藤源樹, 佐藤准子, 春山康夫, 梅澤光政, 西連地利己, 小橋元. 虐待等とその後の女性のメンタルヘルス不調の発症に関する

母子関係調査票の分析, 第24回日本行動医学学会, 東京, 2017年12月1日

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

Tanigawa，T.　Obstructive sleep apnea :its prevention and screening may contribute to the  prevention of
hypertension, diabetesand cardiovascular diseases. The 11th sleep Respiration Forum in Hawaii Nov 16-18 2017

湯浅資之.　がん教育におけるChild-to-Parentsアプローチ（招待講演）, 札幌冬季がんセミナー, 北海道札幌市,  2017年1月29
日

林俊成. シンポジウム「医科の立場から見た歯科との医療連携」, 第16回日本睡眠歯科学会総会・学術集会, 岩国, 2017年11月
3日

前田光哉, 川田裕美, 佐藤智代, 丸山広達, 和田裕雄, 野田愛, 谷川武．社会生活基本調査を用いた就業と短時間睡眠との関

連, 沖縄, 2017年3月17日

山戸健太郎, 吉田真奈美, 廣居伸蔵, 岡本秀一.　睡眠薬の処方実態に関するリアルワールドデータ分析, 第27回日本臨床精神

神経薬理学会, 島根, 2017年11月2日
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その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

その他
（広報活動を含む）

8

その他
（広報活動を含む）

9

その他
（広報活動を含む）

10

その他
（広報活動を含む）

11

遠藤源樹,　山口直人,　溝上哲也,　西村勝治,　稲田健,　春山康夫,　武藤剛,　赤津順一,　益江毅,　西埜植規秀,　坂本宣明,　大
﨑陽平,　西浦千尋,　友永泰介.　病休と復職支援に関する研究，平成28年度労災疾病臨床研究事業費補助金主治医と産業医

の連携に関する有効な手法の提案に関する研究，総括・分担研究報告書,平成29年3月

谷川武，研究開発成果実装支援プログラム-ドライバーの居眠り事故防止のための睡眠時無呼吸症スクリーニングの社会実装，

平成25～28年度 戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）実装活動終了報告書　ＪＳＴ-ＲＩＳＴＥＸ 2017.

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

長谷川麻衣子, 湯浅資之, 他. 「グローバルヘルスの保健所機能強化への活用方法確立および開発途上国に対する日本の衛生

行政経験の伝達可能性の模索」報告書, JICAボリビア国ポトシ県母子保健ネットワーク強化プロジェクト業務完了報告書, 2017
年5月20日

遠藤源樹.　がん罹患社員の復職支援, 産業医学ジャーナル, 2017; (40): 46

武藤剛, 横山和仁, 福田洋, 遠藤源樹.　特集　女性の就労と妊娠・出産・育児　職域からの女性の健康支援－就労と女性のライ
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